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第39号

社会福祉法人十字会

 ふれあいタウン十字園 
 在宅複合型施設　ライラック久世 
 十字園　美川在宅介護サービスセンター 
 十字園　あさひ在宅介護サービスセンター 
 十字園　天津在宅介護サービスセンター 記事中の写真全て、写真撮影の時だけマスクを外しております。

19年間 ありがとうございました！！
天津デイサービスセンター
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ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン十

字
園

十
字
園

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
十
字
園

十
字
園
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

十
字
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

十
字
園
む
つ
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

完
成
で
す

上
手
に
貼
れ
た
よ

自
分
に
合
っ
た
一
言
を

選
ん
で
い
ま
す

貼る位置を一緒に
考えています

七夕飾り
今年も綺麗に飾り付け
が出来ました

大好評！
駄菓子屋さんレク！

夏祭り
様々な催し物をしました

周りを気にせず
集中なう

こ
ん
な
ん
で

え
え
ん
か
？

ど
う
貼
ろ
う
か
な

ど
こ
が
い
い
？

涼しそうなうちわができるで

きれいに貼れているよ
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真
っ
赤
に
熟
さ
れ
た
ト
マ
ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
イ
カ
、
さ
つ

ま
芋
、
き
ゅ
う
り
も
大
き
く
な
っ
て
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
種
か

ら
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
咲
き
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え

て
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
花
も
咲
き
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
外
出
が
で
き
ず
施
設
内
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
少
し
で
も
季
節
を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
行
事
を
し
て
い

ま
す
。
花
が
咲
く
時
期
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
。
ま
た

七
夕
ま
つ
り
で
は
ど
ん
な
願
い
事
を
書
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
十
字
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

花
や
野
菜
を
作
っ
て

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す

ケ
ア
ハ
ウ
ス
十
字
園

第
二
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

私
の
活
け
た
花

綺
麗
で
し
ょ
？

七夕のお願い事
叶うかな？

全部入って
高得点！

ゲ
ー
ゴ
ー
ル

ゲ
ー
ム

よく狙って短冊に願いを込めて。
こよりを通して、

色鮮やかな飾りと共に。
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在
宅
複
合
施
設

在
宅
複
合
施
設ラ

イ
ラ
ッ
ク
久
世

ラ
イ
ラ
ッ
ク
久
世

湯
川
春
子
様
が
百
歳

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
に
ご
家
族
の

皆
さ
ん
が
来
ら
れ
記

念
に
一
枚
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康

に
す
ご
し
て
下
さ
い

ね
。 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ラ
イ
ラ
ッ
ク
久
世

ラ
イ
ラ
ッ
ク
久
世
ケ
ア
ハ
ウ
ス

ラ
イ
ラ
ッ
ク
久
世
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

一度に２つも
とれたよ！

ヨーヨー釣り

魚
釣
り
。
当
た
り
が
出
た
ら

景
品
が
貰
え
ま
す
。

ど
の
景
品
に
し
よ
う
か
な
。

ウオークラリーをしました

みんなで歩く歩く♪化石の展示
「ほお～珍しいな」

チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

「
昔
の
道
具
の
展
示
」

し
っ
か
り
歩
い
た
後
は
、

じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
て

ジ
ュ
ー
ス
を
獲
得
♪

「
う
ま
い
で
！
」

水
分
補
給
も

で
き
ま
し
た
！

今年も沢山の梅を収穫。
美味しい梅の砂糖漬け
ができますように

七
夕
の
願
い
事

叶
い
ま
す
よ
う
に
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十
字
園
美
川

十
字
園
美
川

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

十
字
園
あ
さ
ひ

十
字
園
あ
さ
ひ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

十
字
園
天
津

十
字
園
天
津

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

で
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
ご
協
力

し
て
頂
い
て
い
る
お
か
げ
で
利

用
中
、楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
合
わ
せ
た
レ
イ
ア
ウ

ト
作
成
の
為
、
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
き
、
来
園
の
際
に
は
、
花
を

沢
山
い
た
だ
く
事
も
あ
り
、色
と

り
ど
り
の
花
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

午
後
の
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
体
を
動
か
す
体
操
や
ゲ
ー

ム
等
で
職
員
も
一
緒
に
楽
し
み
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に
は
希

望
者
の
方
に
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅

茶
・
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
喫
茶

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
皆
様

好
み
の
飲
み
物
を
注
文
し
、「
美

味
し
い
。」
と
、
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
換
気
な
ど
、
感
染
対
策
を
し
っ
か

り
と
行
い
、
色
々
な
ゲ
ー
ム
で
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
。

美味しいよ

わぁ〜

当たっ
た！！

黒
ひ
げ
危
機一髪

コ
ッ
プ
廻
し
競
争

棒だけで紙コップを送っています

玉
転
が
し
ゲ
ー
ム

お
上
手
で
す
！

ト
ン
ト
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト

職
員
も
参
加
し

盛
り
上
げ
て
い
ま
す

りがとうあ

た会えたらま

もる話をしようつ

いつまでも笑顔を絶やさずお元気で。



6

令和３年度  決算書 令和３年度  事業報告
収 支 計 算 書

R3 予算額 R3 決算額 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

介護保険事業収入 845,388,000 841,604,494 3,783,506
老人福祉事業収入 95,678,000 95,325,219 352,781
経常経費寄付金収入 472,000 476,000 ▲ 4,000
受取利息配当金収入 36,000 4,171 31,829
その他収入 1,521,000 1,498,770 22,230

収入計 943,095,000 938,908,654 4,186,346

支出

人件費支出 782,547,000 781,240,314 1,306,686
事業費支出 140,338,000 138,679,293 1,658,707
事務費支出 40,772,000 40,384,455 387,545
その他の支出 993,000 986,600 6,400

支出計 964,650,000 961,290,662 3,359,338
事業活動収支差額 ▲ 21,555,000 ▲ 22,382,008 827,008

施
設
整
備
等
収
支

収入 施設整備等補助金収入 294,000 1,000,000 ▲ 706,000

支出

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0
固定資産取得支出 16,644,000 16,460,640 183,360
ファイナンス・リース債務の返済支出 3,370,000 3,369,072 928

支出計 20,014,000 19,829,712 184,288
施設整備等資金収支差額 ▲ 19,720,000 ▲ 18,829,712 ▲ 890,288

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 4,708,000 4,706,359 1,641
拠点区分間繰入金収入 38,121,000 0 38,121,000
サービス区分間繰入金収入 11,310,000 0 11,310,000
その他の活動による収入 1,012,000 935,206 76,794

収入計 55,151,000 5,641,565 49,509,435

支出

積立資産支出 12,573,000 12,542,062 30,938
拠点区分間繰入金支出 39,121,000 0 39,121,000
サービス区分間繰入金支出 11,310,000 0 11,310,000
その他の活動による支出 725,000 723,800 1,200
支出計 63,729,000 13,265,862 50,463,138

その他の活動資金収支差額 ▲ 8,578,000 ▲ 7,624,297 ▲ 953,703
予 備 費 0 0
当期資金収支差額 ▲ 49,853,000 ▲ 48,836,017 ▲ 1,016,983
前期末支払資金残高 233,276,759 233,276,759 0
当期末支払資金残高 183,423,759 184,440,742 ▲ 1,016,983

勘定科目 当年度 前年度 増減
資　　産　　の　　部

流動資産 219,049,367 259,466,064 △ 40,416,697
固定資産 1,217,206,933 1,263,834,107 △ 46,627,174
　基本財産 892,944,528 943,352,410 △ 50,407,882
　その他の固定資産 324,262,405 320,481,697 3,780,708
資産の部合計 1,436,256,300 1,523,300,171 △ 87,043,871

負　　債　　の　　部
流動負債 66,401,697 59,188,377 7,213,320
固定負債 141,592,673 137,126,042 4,466,631
負債の部合計 207,994,370 196,314,419 11,679,951

純　資　産　の　部
基本金 1,893,390,817 1,893,390,817 0
国庫補助金等特別積立金 277,712,700 295,550,440 △ 17,837,740
その他の積立金 130,500,000 130,500,000 0
次期繰越活動収支差額 △ 1,073,341,587 △ 992,455,505 △ 80,886,082
純資産の部合計 1,228,261,930 1,326,985,752 △ 98,723,822
負債及び純資産の部合計 1,436,256,300 1,523,300,171 △ 87,043,871

（自）令和 3年　4月　1日　　（至）令和 4年　3月 31日 単位：円

貸 借 対 照 表
令和3年3月31日現在 単位：円

社会福祉法人 十字会

令和3年度も、新型コロナウイルス感染症の流行
が続き、十字会の経営に大きな影響を及ぼしまし
たが、その中で福祉人材確保、継続的経営およ
び事業の安定に努めました。

◎本部と施設間の連携
　◦�本部で毎月管理者会議を開催し、各事業所
の活動収支の再検証を行い、事業運営の継
続に努めました。

　◦�コロナの感染状況により、十字会の各委員
会・連絡会を計画通り開催する事ができなか
ったので、今後オンラインで繋がるようなシス
テムを整えたいと計画しています。

　◦�施設設備においては老朽化が進み、故障して
からの対応となり施設間の連携を図りました
が、ご利用者様にご迷惑をお掛けし、その結
果事業活動のマイナスとなりました。

◎安全・安心な施設経営
　◦�毎月「新型コロナウイルス感染症対策本部会

議」を開催して、全事業所で統一した感染症
対策措置を実施し、徹底的な感染対策を行い
ました。その結果、施設内での大流行を避け
ることができ、安全・安心な施設経営を継続
できました。

　◦�今年も十字会の取組みとして「交通安全�無
事故・無違反チャレンジ200日」に18チーム
（180名）が参加しました。また、本部では
春と秋の全国交通安全週間に伴い朝の交通
立哨を実施しました。そして、業務・私用時
を問わず、交通安全に対する更なる意識向上
に努めました。

　◦�総合防災訓練を年2回、また防災計画に沿っ
て毎月訓練を実施して防災・安全への意識
向上を図りました。

　　�しかし、事業継続計画（BCP）及び避難確
保計画についての見直しができず、要援護者
の支援体制を整えることができませんでした。

◎職員の人材育成及び活力のある職場づくり
　◦�職員教育・研修委員会による施設内研修は

年2回のみの開催でしたが、ズーム等のオン
ライン研修に参加し職員の資質向上に取り
組みました。
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令和４年度  事業計画

1.経営方針�

（1）社会福祉法人十字会の事業運営継続のための再検証の年とする
　　①事業活動収支、施設整備等収支、その他の活動収支の年度別・月度別検証
　　②職員配置の現状把握と見直しの実施
　　③施設整備等の保守点検による維持管理の実施
　　④備品等の有効活用の実施

（2）利用者視点に立ってサービスの質向上に努める
　　①�利用者一人ひとりの現状把握と確認による介護サービス提供の実施（現場と支援専門員

の連携）
　　②�介護サービスの多様化に対応したサービス提供者として研究・研修等による習得に努め

る
　　③「安心」「安全」なサービス提供場所となるよう環境整備に努める（災害、感染等）
(3)社会福祉法人十字会職員一人ひとりの成長とリーダー（指導職）の育成
　　①社内研修、社外研修等により社会人、企業人、個人としての資質向上に努める
　　②�人事考課制度を有効に活用し一人ひとりにフォローアップをこまめに行い、資質向上に努

める

2.運営目標�

（1）本部と施設間の連携
　　①�十字会法人として、各事業所の活動収支の再検証と施設設備や備品等の有効活用を徹底

的に実施し、事業運営継続を推進する
　　②法人の事業推進委員会・業務改善部会・職種別連絡会等を通して情報を共有する
　　③全事業の職員配置の検証を行い、施設経営をスリム化して職員不足の解消を図る

（2）安全・安心な施設経営
　　①�新型コロナの感染対策を現状に応じて見直し、PCR検査・抗原検査を活用しながら濃厚

接触による職員待機をできるだけ回避し、業務を継続する
　　②�自然災害や感染症拡大等の危機的状況に対応できる体制を図るため、事業継続計画

（BCP）の原案作成に向けて研修を実施する
　　③ヒヤリハット報告書を活用して、原因分析と防止対策を検討し介護事故の最小化に努める

（3）職員の人材育成及び活力のある職場づくり
　　①�定期的に計画した施設内研修や施設外研修にひとりでも多くの職員を参加させ、専門的

知識や技術を習得しご利用者様の満足度アップに繋げる
　　②能力や実績を反映する成果評価制度による公正な評価を行うことで、職員の定着を図る
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十
字
会
の
厨
房
で
は
、
ご
利
用
者
様
に
食

事
を
楽
し
ん
で
頂
く
為
に
、
毎
年
色
々
な

テ
ー
マ
を
決
め
て
、献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
日
本
各
地
の
郷
土
料
理
で

旅
行
気
分
」
を
テ
ー
マ
に
献
立
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
月
に
一
度
に
は
な
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
旅
行
に
行
け
な
い
昨
今
な
の
で
、
食

事
で
そ
の
土
地
へ
行
っ
た
気
分
に
な
っ
て

頂
け
れ
ば
と
新
し
い
料
理
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
色
々
な
土
地
の
料
理
を
提
供
し
て

い
く
予
定
な
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

食
事
で
旅
行
気
分

職
員
だ
よ
り

　
十
字
会
で
は
様
々
な
災
害
を
想
定
し
て
、
各
事

業
所
、
年
に
数
回
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
字
園
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し

て
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
防
署
と
の
連
携
、
職
員
間
で
の
様
々
な
確
認

を
１
つ
ず
つ
し
て
い
き
、
ご
利
用
者
様
を
安
全
に

避
難
し
て
頂
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
の
訓
練

も
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
署
の
方
に
よ
る
消
火
器
の
取
り
扱

い
の
説
明
、
職
員
や
ご
利
用
者
様
に
よ
る
実
践
も

行
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練

　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
職
員
研
修
が
出
来
ま
せ

ん
が
、
技
術
の
向
上
や
色
々
な
知
識
の
習
得
の
為

に
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
少
し
ず
つ
職
員

研
修
を
開
催
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

６
月
17
日
、『
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て
』

講
師　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
社
会
福
祉
士　
坂
本
様

　
前
半
は
高
齢
者
虐
待
防
止
の
基
礎
を
学

び
、
後
半
は
事
例
を
元
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

研
修
報
告

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
（
受
付
順
）

令
和
4
年
4
月
18
日

　
岡
本
　
和
夫
様
（
真
庭
市
）

令
和
4
年
5
月
5
日

　
庄
司
　
信
芳
様
（
真
庭
市
）

令
和
4
年
8
月
3
日

　
綱
島
　
義
三
様
（
真
庭
市
）

令
和
4
年
8
月
26
日

　
三
船
　
紀
子
様
（
東
京
都
）

　
ご
寄
附
、
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「とり天」
大分県の郷土料理。
ポン酢などをつけて、唐揚げよりも
さっぱりと食べられると好評でした

「沖縄風定食」
クファジューシー（沖縄風炊き込みご飯）
ゴーヤチャンプル
もずくスープ　黒糖ゼリー

「じゃじゃ麺」
岩手県の郷土料理。
肉味噌ときゅうりとねぎを混ぜて
食べる麺。


